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安全と安心を提供する まごころサービス 
鈴木自動車販売グループ 

フリーダイヤル（通話料 当社負担）0120-12-0798







左より　安納氏、小菅町長、稲葉氏、駒　氏、サトウ氏 

富山氏 相樂氏 

戸　氏 栗原氏 



　
今
回
も
前
回
に
続
き
、
本
年
度
発
掘
調

査
を
行
っ
た
「
み
ぶ
愛
宕
塚
古
墳
」
に
つ

い
て
、
報
告
し
ま
す
。
「
み
ぶ
愛
宕
塚
古

墳
」
に
つ
い
て
は
、
1
0
0
0
本
近
い
円

筒
埴
輪
群
が
空
堀
を
は
さ
ん
で
周
堤
上
（
土

塁
）
と
、
墳
丘
上
に
二
重
に
め
ぐ
っ
て
い

る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
 

　
と
く
に
、
墳
丘
上
か
ら
は
前
方
部
の
墳

丘
頂
上
か
ら
転
げ
落
ち
た
よ
う
な
状
態
で
、

「
家
型
埴
輪
」
と
「
石
見
型
埴
輪
」
（
図

参
照
）
と
呼
ば
れ
る
特
殊
な
埴
輪
の
破
片

が
出
土
し
て
い
ま
す
。
「
石
見
型
埴
輪
」

と
は
奈
良
県
の
石
見
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ

た
こ
と
か
ら
命
名
さ
れ
た
埴
輪
で
す
。
最

初
の
頃
は
、
身
を
護
る
た
め
の
盾
に
似
て

い
る
こ
と
か
ら
「
盾
型
埴
輪
」
の
一
つ
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
次
に
、
「
こ
れ

は
盾
で
は
な
く
、
権
威
を
現
す
た
め
の
杖

を
表
現
し
て
い
る
」
と
の
説
が
有
力
と
な

り
ま
し
た
。
 

　
そ
し
て
今
日
で
は
、
今
ま
で
の
説
と
は

ま
っ
た
く
違
う
「
鑓
が
鞘
に
納
ま
っ
て
い

る
状
態
を
表
現
し
て
い
る
」
と
の
説
が
出

て
き
ま
し
た
。
こ
の
「
鑓
型
埴
輪
」
説
は
、

同
じ
形
を
し
た
木
製
品
が
埋
葬
施
設
か
ら

出
土
し
て
い
る
こ
と
か
ら
一
番
有
力
な
説

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
 

　
こ
の
よ
う
に
、
考
古
学
の
世
界
で
も
ま

だ
ま
だ
何
を
現
し
て
い
る
埴
輪
な
の
か
、

判
ら
な
い
も
の
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
 

　
そ
し
て
、
「
み
ぶ
愛
宕
塚
古
墳
」
の
埋

葬
施
設
は
ど
こ
に
埋
ま
っ
て
い
る
の
か
は

不
明
で
す
。
し
か
し
今
回
の
権
威
を
現
す

埴
輪
で
あ
る
「
石
見
型
埴
輪
」
や
亡
き
埋

葬
者
の
霊
が
宿
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
「
家

型
埴
輪
」
が
前
方
部
上
に
飾
ら
れ
て
い
る

可
能
性
が
高
く
な
り
ま
し
た
。
ゆ
え
に
石

室
も
前
方
部
の
下
に
造
ら
れ
て
い
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
全
国
的
に
見
れ
ば
前
方
後

円
墳
で
あ
れ
ば
、
後
円
部
に
造
る
の
が
自

然
で
す
が
、
ど
う
い
う
わ
け
か
古
代
下
毛

野
国
の
県
央
部
の
有
力
者
た
ち
は
前
方
部

に
石
室
を
造
る
こ
と
に
こ
だ
わ
り
ま
し
た
。

「
み
ぶ
愛
宕
塚
古
墳
」
に
つ
い
て
は
、
次

年
度
以
降
も
調
査
を
継
続
す
る
計
画
で
す
。

新
た
な
発
見
が
期
待
さ
れ
ま
す
の
で
、
町

民
の
方
も
注
目
し
て
い
て
く
だ
さ
い
。
 





壬生町防災行政無線システムについて 

http://www.jma.go.jp/jma/menu/menuflash.html 
http://www.pref.tochigi.lg.jp/kurashi/bousai/realtime/index.html 
http://www.town.mibu.tochigi.jp/ 
http://www.bousai-mibu.jp/ 
http://www.tca.or.jp/information/disaster.html 
 
http://teideninfo.tepco.co.jp/

防災サイト等 

河川監視カメラの設置 

防災メールの配信 

拡声子局（町内30か所）の機能 

放送内容の確認（電話応答装置） 









（壬生町観光おもてなし協力施設の愛称です！）　　　　　 

























3月17日 

ゆうがおスポーツクラブ 
フェスティバル 

総合型地域スポーツクラブ「ゆうがおスポーツクラブ」事務局　　 
TEL　51ー6022　FAX　51ー2943　 
E‐mail yuugaosc@cc9.ne.jp　httpwww.cc9.ne.jp/ ̃yuugaosc

（土） 

















○場　　所
◎問 合 せ

○移動図書館（BM）３月の日程

３月
　20日（火）　１歳６か月児健診…………13：00～13：45
　27日（火）　３歳児健診…………………13：00～13：45
４月
　３日（火）　４か月児健診………………13：15～13：45
　10日（火）　10か月児健診………………13：15～13：45

保健福祉センター
こども未来課母子保健係　☎81－1887

○移動図書館（BM）４月の日程



　地域の防災活動支援といたしまして、一般財団法人自

治総合センターコミュニティ助成事業の補助を受け、待

望の自主防災倉庫が至宝北自主防災組織と至宝南自主防

災組織に完成しました。 

　また、壬生町女性防火クラブに対し訓練用水消火器と

標的が整備されました。 

　自治総合センターは、宝くじの社会貢献広報事業とし

て、コミュニティ活動に必要な備品や集会施設の整備、

安全な地域づくり等に対して補助を行い、地域のコミュ

ニティ活動の充実強化を図ることを目的としています。 

　今回整備した防災倉庫は、災害時に必要な資機材や非

常食等の備蓄を各自主防災組織が責任をもって保管管理

し、普段から自治会の住民が様々な話し合いや訓練等を

通して、自助共助による地域づくりに貢献しています。 

　また訓練用水消火器は、女性防火クラブが主催する各

種講習会時に使用し、家庭からの火災をなくすため多く

の住民に対し実際に使い方の講習を行い、町民の防火意

識の高揚に努めています。 

　平成29年12月15日（金）石橋地区消防組合壬生消防署

において高規格救急自動車の受納式が行われました。こ

の救急車は、安塚にお住いの水口勝弘様、国子様ご夫妻

から救急車購入のためにとご寄附をいただき、壬生消防

署に導入の運びとなりました。 

　石橋地区消防組合の副管理者である壬生町長から感謝

状の授与とお礼の言葉が送られました。 

みずぐちかつひろ             くに  こ 
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